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〈受賞紹介〉

保田 祥

同じ話を繰り返すとどうなるか

講義やプレゼンテーション，成功／失敗談，就職活動における自己 PRなど，同内容を何
度も話す機会は一般に多い。そして，完全に同一の話を繰り返しているのではなく，何らか
を変化させていると感じるものである。受賞対象となった本発表では，同じ人が 10回同じ
話をすると話の何が変わるのか調査した結果を報告し，プレゼンテーションなどの練習をす
る際にはどの程度繰り返すことが効果的であるのか，また，そもそも何度も同じ話を繰り返
し練習することで話はうまくなるのか，という疑問について考察を行った。
同一人が同内容の話を繰り返す（Retelling）研究は証言研究が知られており，Retellingが
行われることによる記憶の変化が着目されてきた。しかし，聴衆もなく短時間で連続的に独
話を3回繰り返す場合には，語が意味の異なる語に入れ替わる割合（記憶の変化）は平均0.06%

以下と僅少であった（保田・荒牧 2012）。また，Retellingによる内容の変化として，複数人
間の Retellingについては，Allport & Postman （1947）が，伝言ゲーム実験の結果，主に leveled

（短く，または簡潔になる）・sharpened（関心による詳細の消失または部分の強調）・assimi-

lated（先入観などにより整合性が生じる）の諸現象が現れたことを指摘していた。しかし反
対に，Brunvand （1981）は，Urban Legendsで Retellingによって物語が長くなり，詳細が付加
されてゆくと示していた。そこで，実験協力者 5名×10回の Retelling独話（就職活動の模
擬面接を設定。予め準備した経験談）を取得し，物語の長さ（語数・時間）や内容の変化（語
彙数・保持率）が生じるのか，使用された語の調査によって確かめた。
結果，同人物による同内容の独話 Retellingの場合，10回繰り返しても，独話の長さに短

縮や長大などの一方的な変化は見られないことが明らかとなった。但し，本稿の調査によれ
ば，独話 Retellingの長さが落ち着くのは 3回繰り返した頃であった（図 1・2）。語の保持率も，
4回目以降でほぼ一定割合となっていた（図 3）。
しかし，話の長さがほぼ一定となっても，完全に同じ独話が Retellingされることはなかっ

た。次の Retelling（＋1回目）において，使用した語が取り換えられる割合は，概ね 2割程
度で一定していた（図 3）。同様に初回（1回目）と最終回（10回目）の使用語彙を調査し
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ても 8割の語が一致し，全使用語の 10回 Retellingにおける平均使用回数が 6回であったこ
とから，限られた語彙の中で言い換えを行っていたことも明らかとなった。
なお，10回の Retellingに用いられた語のうち，固定的に用いられ続け，類語句への言い
換えも行われない自立語が 2割以上あった。図 4に自立語の使用回数（被験者平均）を示し
ている。必ず用いられた 2割の語は，独話を構成するためのキーワードと推測される。
また，10回の Retellingに伴い，自己説明効果（Chiら 1989）のように同内容を繰り返す
ほどに練習成果が見られるなど，独話の上達が期待された。そのため，Retellingを重ねるこ
とで独話がうまくなるのか，順位判定実験による検証を行った。
実験の結果，単純に独話を練習しても，練習回数が進むごとに聴き手にうまくなったと判

断されないことが明らかになった。「対象となる話者の i回目と他の 4名の j回目」の組み合
わせについて，「うまいと思う順」を判定する実験（実験協力者は短大生 147名）を行った
ところ，Retelling回数が増えても順位は上がらず，話者順位は概ね固定されていたのである
（図 5）。実験協力者のコメントからは，含まれるフィラーによって話のうまさを判断してい
た傾向が見られた。もともとフィラー類の出現は話者によって個人差が大きく，10回の Re-

tellingで減少もなく各回同程度の割合で見られる（図 6）。そのため順位が固定され，個人の
話の上達は認識されなかったものと考えられる。
以上のように，同じ人による同じ話の Retellingの場合，独話の長さや内容に変化が見られ

ずとも，10回繰り返しても完全に同じ話となる例はなく，毎回使用する語に変化があると

図 3　i 回目と i＋1回目における語の保持率

図 1　異なり語数（type）の変化

語

図 2　独話時間の変化

分：秒
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わかった。どの独話も同内容であるために，一致する自立語（キーワードと推測される）を
2割以上保持するが，話者平均 2割程度の語は限られた語彙の中で類語句などに取り換えら
れ続けたのである。この調査結果によって，プレゼンテーションなどの練習を何度繰り返す
べきかという疑問については，独話の長さや語の保持率が 4回目以降でほぼ一定となってい
たことから，3回程度でよいようであるとの解答が得られた。但し，Retellingを繰り返せば
うまい話になるのかという疑問については，聴衆やフィードバック等なく一人で単純に練習
を繰り返しても，客観的に上達したとの判断はされにくいようだとしか言えなかった。
本発表の展開として，現在は主に同じ話を構成する語の分析を行っているが，今後も話者

が話を変化させる理由や聴衆が及ぼす独話上達への影響など，広く研究を進めたい。
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図 4　自立語の使用回数（5人平均） 図 5　うまさ順位判定結果
※奇数回を用いて実験を行った

図 6　フィラー類の出現割合変化
※言いよどみ・語片・言い直し・感動詞を含む
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